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活性 に 与 える 影響 に っ い て

　 一
とくに 血 中 と肝臓 で の活性動態 に つ い て

一

384　　　　 更年期障害女性 へ の性ス テ ロ イ ド

投与 に よ る 血 中glycoprotein50分 画 の 変動
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（目的）閉経後婦人で の 高脂血症 の 発症 に はlipase活

性が 重要な 役割を果 たすこ と を明 ら か に して きた

． 4 回 は 、 治療的estrogen （E）投与 が 1ipase活性に与

え る影響 に つ い て ヒ ト血 申 と rat 肝臓 を用 い て検討

した。（方法）1）同意 を得 た 閉経後、卵巣摘除婦人 を

対象 と し 、 Control（C）群 31人、　E群 27人 （結合型

estrogen 　O．625mg　1日、 3ヶ 月間内服）の 総 cholesterol

（T−Ch）、 中性脂肪（T−G），　LDL −　Ch濃度 、　LPL 、　H −

TGL 活性を測定 した 。 2）post−heparin−plasma（PHP）を

用 い
、 E 無添加（C）群 お よび 17beta−　E （E）添加群（5  gl

m1 −10μg！ml ）に分類 し 、　in・vitro 下 で 37°C 、1時間

incubation後、各群 の H −TGL 活性を 測定 し た。3）成

熟rat の 両側卵巣 を摘除（OVX ）後 、 17　beta−E　1．5mgを

徐 放性皮下投与 し 、 1、2、4週後 の 肝H −TGL 活性 を

測 定 し た。OVX 後 1ヶ 月目の ratをControl（C）群 とし

た 。 （成績）1）T−Ch，　LDL −Ch はC群 に 比較 してE群が

い ず れ も有意に低値 を示 した （pく0．01）。T −G ，
　LPL は

両群 に差を認 め な か っ た 。 H −TGL はC 群 の 85．9±

305μM ！ml ／hrに比較 し 、　 E群 で は66．3±23．8μMlmV

hrと有意に低値 を示 し た （p＜0．Ol＞e　2）PHP 中の 各群

の H −TGL は い ずれ も有意差 を認 め なか っ た 。 3）肝

H −TGL はC群 の 0．93± O．07μM ／mg 　protMrに比較 し、

1週 で は 0，49±023pM1 　mg 　protfhrと有意 に低値を示

しΦく0．01）、以後4週 まで 0．27±O．07　pM ／mg 　protlhrと

緩徐 な低下 を示 した 。 （結論）E投与 に よ るLDL −Ch

の 低 下 は 、LPL に 変動な く、抑制 さ れ たH −TGL に

よ る合成 阻害 の 可能性が 示さ れ た。PHP の E添加実

験 で 、H −TGL は各濃度群 問 で 差 の な い こ と、　E皮

下 投与実験 で 、rat の 肝H −TGL が著明 に 低下 した こ

と よ り、Eの H −TGL へ の 抑制作用 は 、肝臓内 で 認 め

ら れ た 。 以上 の 成績 は 、閉経後高脂血症婦人 に お

け る E 投与 の 有用性を示 す もの と考えら れ た 。

［目的］老化 と卵巣
一

副腎性 ス テ ロ イ ド と の 関係

を以前 より検索 して き て い るが 、今 回は各種性 ス

テ ロ イ ド（estrogen （E）、
　testosterone （T）、

　 dehydroepi−

androst   ne （DHA ））を更年期 女性 に 投与 し、血 中

91yCOPTotein（Gp）濃度に 及 ぼ す効 果 を検討 し た 。

［方法］対 象は 更年期 症状 を愁 訴 とす る 閉経後 女

性48名 （45〜64歳 ）で 、E、　T、　 DHA の い ずれか を

投与 し、血 中Gp　50分画の 変動に つ い て検索 し た 。

な お 、有経女性26名 （40〜49歳）、閉経後女性38

名 （45〜64歳）、健常男性13名 （40〜57歳）で 測

定した値 とも比較検討 した 。 性 ス テ ロ イ ドの 投 与

法は、天 然 結合 型E 〔Premarin〕は L25mg ／ 日、

DHA は 60mg／ 日をそ れぞれ 3週間内服 、　 T　 enanthate

250mg （restoviron−depo◎は 1回筋注投与で 行 な っ た 。

投与7 日、14日、21日目に肘静脈 よ り採血 し、Gp50

分画 の 濃度は micro −single 　rad 祕 imr加 no −di飾 sion 法

で 、 DHA 、
　 Eなど の濃度 は radioimmmo3ssay で 測定

した 。　　匚成 績］更年期で の 変動様式Di型 Gp （閉

経後減少
一Eで 増 加 し た Gp ：α 1Lp 、　 SP3） 、 Id型

（閉経 後増加
一Eで 減少 ：Hp 、　 Znα 2、βLP、　 Clq 、

Cls）、IM型 （閉経後減少一E で さ らに減少 ：AT 　III、

國、PA 、　RBP ）の GP は 、　EとT投与とで は租反する

変動 が 認 め られ た 。
つ ま り、 T は、　Di型Gp濃度 を減

少させ 、 Id型 とboaJGp濃度 を上昇 させ た 。　DHA 投

与 で α 1AT 、　 HRG な どが低下 し、　 SAP な どが 上昇 し

た 。 そ の ほ か 、 DHA 投与で βLp、　Cl−lna、01X は低

下傾向 を示 した 。 な お 、 DHA 投与に よ りhot　flush’P

頭痛な ど の 愁 訴 が 75％ の 女性 で 緩和 され た 。

［結論］DHA に は 、
　 T様作用 、

　 E様作用 とDHA 特有

の作用が認められたが、DHA の r様作用 と して は Hp 、

Cls 、国濃度の 増量、　HRG 濃度の低 下、　E 様作用 と

して はβLp、　Cl −lna濃度の低下 であ っ た 。
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